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選
挙
に
思

前
回
の
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙

は
昭
和
三
十
三
年
五
月
二
十
二

日
に
行
わ
れ
ま
し
て
鼓
に
二
年

五
ケ
月
で
議
会
が
解
散
さ
れ
て

民
意
に
問
う
こ
と
と
な
り
十
一

月
に
は
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
本
選
挙
区
が
．

ら
も
相
当
数
の
立
候
補
者
が
あ

っ
て
お
の
お
の
自
己
の
属
す
る

政
党
の
政
策
や
自
分
の
政
見
を

訴
え
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
．

ど
の
政
覚
の
政
策
が
国
運
振
子

．
上
最
も
よ
い
政
策
で
あ
る
か
、

ど
の
候
補
者
の
政
見
が
国
民
生

活
上
最
良
の
も
の
で
あ
る
か
を

よ
く
検
討
し
且
つ
そ
の
候
補
者

の
政
治
節
操
や
政
治
的
良
心
、

識
見
、
人
格
等
を
つ
ぶ
さ
に
考

察
し
て
最
適
任
者
に
投
票
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
か
り
そ

め
に
も
情
実
に
流
さ
れ
た
り
権

力
に
お
も
ね
っ
た
り
し
て
投
票

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば

最
高
最
美
の
権
利
を
冒
漕
…
す
る

も
の
で
厳
に
つ
つ
し
ま
ね
ば
な

ら
な
い
事
だ
と
思
ひ
ま
す
。

う

岡

同

断

同

九
月
定
例
村
議
会
は
九
月
二
十
一
本
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

八
日
午
前
十
時
村
議
会
議
場
に
…
会
委
員
渦
尾
和
三
郎
氏
は
本
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
十
月
十
七
日
を
も
つ
て
任
期
が

招
集
さ
れ
、
会
期
二
日
間
で
次

の
事
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
　
満
了
す
る
の
で
、
そ
の
後
任
者

原
案
の
通
り
可
決
確
定
さ
れ
ま
…
と
し
て
東
郷
村
大
字
坪
谷
四
二

し
た
。

○
議
案
第
三
十
三
号
　
教
育
委

　
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

本
村
の
教
育
委
員
塩
月
儀
市
氏

は
本
年
九
月
三
十
日
を
も
つ
て

任
期
が
瀧
了
す
る
の
で
同
氏
を

再
選
任
す
る
議
案
で
審
議
の
結

果
萬
場
一
致
を
も
つ
て
同
意
議

決
さ
れ
た
。

○
議
案
第
三
十
四
号
　
固
定
資

・
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

．
遵
任
に
つ
い
て

．
三
番
地
寺
原
健
氏
を
選
任
す
る

議
案
で
審
議
の
結
果
萬
場
一
致
．

同
意
議
決
さ
れ
た
。

○
議
案
第
三
十
五
号
　
村
有
財

　
産
（
土
地
）
の
処
分
に
つ
い
て

福
瀬
区
よ
り
提
供
さ
れ
た
条
件

付
統
一
地
の
中
、
大
字
山
陰
字

桂
原
乙
二
〇
の
二
の
原
野
外
一

七
二
筆
を
、
農
地
の
陰
切
り
開

畑
等
に
よ
り
関
係
人
に
無
償
贈

与
す
る
こ
と
の
議
案
で
審
議
の

．
果
原
案
の
通
り
可
決
確
定
さ

　
三
年
前
の
選
挙
の
際
は
「
八

当
五
落
」
と
か
「
転
ば
ん
」
な

ど
の
語
が
冒
い
ふ
ら
さ
れ
ま
し

た
が
ま
こ
と
に
に
が
に
が
し
い

語
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
八
当
五
落
」
と
は
選
挙
に

八
百
万
円
費
え
ば
当
選
し
五
百

万
円
で
は
落
選
の
意
で
あ
り
、

三
ば
ん
と
は
、
地
ば
．
ん
。
か
ん

ば
ん
（
顔
）
、
か
ば
ん
（
し
こ

た
ま
選
挙
費
を
入
れ
て
い
る
）

の
意
で
あ
レ
ま
す
。

　
合
度
こ
そ
全
籾
民
が
公
明
選

挙
の
真
精
神
に
治
っ
て
く
い
な

き
投
票
を
す
る
事
と
い
た
し
ま

し
よ
う
。

　
こ
の
一
票
が
私
た
ち
の
生
活

　
を
よ
く
も
し
画
く
も
す
る
こ

　
と
を
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま

　
し
よ
う
。

こ
の
P
票
だ
れ
の
さ

レ
ず
も
う
け
ま
せ
ん

れ
た
。

○
議
案
第
三
十
六
号
　
村
有
財

　
産
．
（
分
収
権
）
の
取
得
に
つ

　
い
て

昭
和
八
年
三
月
福
瀬
区
か
ら
村

に
提
供
さ
れ
た
条
件
付
統
一

地
、
大
字
山
陰
字
宮
ケ
原
題
、

三
一
五
一
番
地
山
林
五
反
歩

（
実
測
十
八
町
九
反
二
畝
編
）
は

周
囲
が
殆
ん
ど
村
有
林
で
あ
り

管
理
上
こ
れ
を
合
併
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
た
め
福
瀬
区
の

分
収
権
を
有
償
で
村
が
取
得
す

る
こ
と
の
議
案
で
審
議
の
結
果

原
案
の
通
り
可
決
確
定
さ
れ
た

○
議
案
第
三
十
七
号
村
税
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て

現
行
の
国
民
健
康
保
険
税
月
割

課
税
制
度
は
不
合
理
の
点
が
あ

る
の
で
次
の
通
り
改
正
す
る
議

案
で
審
議
の
結
果
原
案
の
通
り

可
決
確
定
さ
れ
た
。

　
　
改
正
点
．

※
東
郷
村
税
条
例
第
百
十
三
条

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
期
日

後
に
納
税
義
務
が
発
生
し
た
者

に
は
「
そ
の
発
生
レ
た
月
の
翌

月
か
ら
』
月
割
を
も
つ
て
算
定

し
た
第
百
七
．
条
の
割
を
課
．
す

る
。
と
あ
る
の
を
『
そ
の
発
生

し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
』
に

改
め
る
。

※
全
条
例
全
条
第
二
項
　
前
項

の
賦
課
期
目
後
に
納
税
義
理
が

消
滅
し
た
者
に
は
「
そ
の
消
滅

し
た
月
ま
で
」
月
割
を
以
て
算

定
し
た
第
百
七
条
の
額
を
課
す

る
。
と
あ
る
の
を
「
そ
の
消
滅

し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
，

で
」
に
改
め
る
。

○
議
案
第
三
十
八
号
特
別
職

　
の
職
員
で
非
常
勤
の
者
の
報

　
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
　
一
、
期
日
　
昭
和
三
十
五
年
十

　
例
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
、
三
、
四
日

国
有
鉄
道
運
賃
法
の
一
部
を
改
口
、
会
場
東
郷
小
学
校
、
東

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
特
　
　
　
　
　
郷
中
学
校

難
鰻
雛
鰭
鎚
猿
縫
舗
熔
紫
と

漿
解
語
黙
際
頽
橡
麺
に
分
け
て
実
施
す

○
議
案
第
三
十
九
号
職
員
の
一
1
中
央
文
化
祭

　
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
【
A
展
示
　
展
示
は
分
館
文
化
祭

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
…
　
に
お
け
る
優
秀
な
展
示
品
と

　
　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
中
央
文
化
祭
の
展
示
品
を
併

議
案
第
三
十
八
号
と
同
様
国
有
　
　
～
ジ
導
F
≒
ζ
ド
亀
メ
弓
「
藷
≒
蛋
≒
．
．
』

鉄
道
運
賃
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
職
員
　
　
　
　
前
く
わ
の

　
の
旅
費
を
改
正
す
る
議
案
で
審
‘
　
　
　
」
遠
行
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碑
は
に
尾

議
の
結
果
原
案
の
通
り
可
決
確
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
年
大
く

定
ざ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
今
盛
遠

○
議
案
第
四
十
号
　
一
般
職
の
　
　
　
　
と
　
。
れ
空

　
　
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
　
祭
さ
た
さ
秋

　
　
の
一
部
を
改
正
す
桑
例
の
　
園
圃
．

　
　
制
定
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
行
が
す
た

本
件
は
一
般
職
の
職
員
の
給
与
水
ぐ
が
人
が
つ

騨
難
励
悔
罷
　
鍮
㈱
懲

職
員
の
給
与
も
改
正
す
る
必
要
牧
ふ
の
短
声
こ

が
あ
り
現
行
条
例
の
一
部
を
改
　
曜
蟹
鰭
・

　
正
す
る
議
案
で
審
議
の
結
果
原
　
　
　
　
ざ
鎗
か
等
へ

案
の
通
り
可
決
確
定
さ
れ
た
。
　
　
　
　
日
回
国
子
た

○
肇
第
四
＋
喜
昭
和
三
　
聖
驚
魏

　
　
十
五
信
皮
東
郷
村
歳
入
歳
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

　
　
予
算
磐
加
更
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
・
酒
．
レ
舐
語
、
　
・
　
・
．
．
｝
2
、
　
　
　
　
“
、
ド
．

甑
「
一
・

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

改
正
に
伴
う
職
員
給
の
迫
加
、

消
防
施
設
充
実
の
た
め
小
型
動

力
ポ
ン
プ
購
入
費
（
二
台
）
小
中

学
校
理
科
教
育
整
備
費
、
産
業

振
興
に
よ
る
各
種
補
助
金
等
の

追
加
が
重
な
も
の
で
実
質
追
加

額
三
百
五
十
七
万
六
千
九
十
円

を
原
案
の
通
り
可
決
確
定
し
た

な
お
こ
の
議
決
に
伴
い
予
算
の

累
計
額
は
七
千
六
百
八
十
九
万

四
千
八
百
九
十
円
と
な
っ
た
。

○
議
案
第
四
十
二
号
・
昭
和
三

十
五
年
度
東
郷
村
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
追
加
更
正

本
件
は
条
例
改
正
に
伴
う
職
員

給
の
追
加
と
県
連
合
会
に
対
す

る
出
資
金
が
重
な
も
の
で
実
質

追
加
額
十
八
万
二
千
五
百
十
円

を
原
案
の
通
り
可
決
確
定
し
た

な
お
こ
の
議
決
に
よ
り
予
算
の

素
子
額
は
、
九
百
一
万
六
千
四

百
五
十
円
と
な
っ
た
。

○
議
案
第
四
十
三
号
昭
和
三

　
十
五
年
度
東
郷
村
国
民
健
康

　
保
険
診
療
施
設
勘
定
特
別
会

　
計
歳
入
歳
出
予
算
の
追
加
更

　
正

本
件
は
条
例
改
正
に
伴
う
職
員

給
の
追
加
と
医
療
用
器
具
修
繕

費
の
追
加
が
重
な
も
の
で
実
質

追
加
額
十
一
万
五
千
円
を
原
案

の
通
り
可
決
確
定
し
た
。

な
お
こ
の
議
決
に
伴
い
予
算
の

累
計
額
は
七
百
二
十
一
万
五
千

三
百
六
十
円
と
な
っ
た
。

○
議
案
第
四
十
四
号
農
業
委

　
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規

定
に
基
き
学
識
経
験
を
有
す
る

農
業
委
員
と
し
て
村
議
会
が
推

薦
す
る
議
案
で
審
議
の
結
果
大

字
坪
谷
一
、
八
六
二
番
地
那
須

寛
喜
を
電
場
一
致
推
薦
す
る
こ

と
に
可
．
決
確
定
し
た
。

○
議
案
第
四
十
五
号
東
郷
村

　
議
会
会
議
規
則
の
制
定
に
つ

　
い
て

現
行
の
村
議
会
会
議
規
則
は
議

会
運
営
上
支
障
が
多
い
面
こ
れ

を
改
正
す
る
議
案
で
審
議
の
結

果
原
案
の
通
り
可
決
確
定
し
た

昭
和
三
十
五
年
度
東
郷
村

総
合
文
化
祭
開
催
要
項

　
せ
行
う
。

学
芸
品
展
、
村
勢
郷
土
展
、

農
協
展
、
農
林
産
品
展
、
衛

生
展
、
生
花
展
、
畜
産
展
、

特
産
品
展
、
青
年
室
、
婦
人
室

B
実
演
及
相
談
　
実
演
は
農
機

　
具
そ
の
他
の
実
演
、
相
談
は

　
育
児
、
家
族
計
画
、
農
事
、
そ

　
の
他
の
相
談
所
を
開
設
す
る

C
競
技
大
会
　
競
技
大
会
は
関

　
係
団
体
並
に
各
個
人
が
自
発

　
的
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の

　
＝
一
，
≒
‘
＝
3
一
2
藺
一
＝

，
振
興
と
ク
ラ
ブ
α
健
全
陰
言

　
に
っ
と
め
ろ

　
小
学
児
童
ソ
フ
＋
ポ
ー
ル
、

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
中
学
青
年

　
駅
伝
、
珠
算
競
技
、
審
査
競
技

D
村
民
体
育
大
会
，

2
分
館
文
化
祭

　
分
館
文
化
祭
は
中
央
文
化
祭

　
に
準
じ
て
行
い
部
落
の
特
性

　
を
充
分
と
り
入
れ
る
噂
尚
堆

　
肥
、
家
庭
菜
園
の
品
評
会
や

　
水
稲
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯
等
の

　
坪
刈
り
坪
回
り
等
も
実
施
す

　
る
こ
と
。
　
　
・

四
、
・
行
事
日
程

十
二
月
二
日
出
品
物
の
受
付

　
　
　
　
　
と
展
示

　
〃
　
三
日
　
午
前
九
時
開
展

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
排
球
大
会

k
珠
算
競
技
審
査
競
技
、
畜
産

　
展

　
〃
　
四
日
　
中
学
青
年
駅
伝

　
村
民
体
育
大
会
、
午
後
三
時

　
表
彰
式
閉
展

五
、
表
彰

1
分
置
は
個
人
表
彰
及
団
体
表

　
彰

2
中
央
は
次
の
と
お
り
と
す
る

A
鑑
雄
物
に
つ
い
て
は
参

B
競
技
会
は
、
各
種
目
ご
と
に

　
一
、
二
、
三
等
と
参
加
賞

C
畜
産
展
は
優
等
、
一
、
二
、

　
三
等
と
参
加
賞

D
学
童
作
品
に
は
参
加
賞

六
、
農
林
産
品
展
の
出
自
種
目

　
並
に
数
量

主
作
物
　
俵
米
（
本
館
玄
米
二

　
立
）
　
（
分
館
玄
米
一
通
）
甘

　
藷
（
一
つ
る
）

疏
　
菜
　
大
根
、
白
菜
（
各
三

　
株
）
里
芋
（
中
盤
）
ご
ぼ
う

　
人
夢
（
各
五
本
）
ね
ぎ
二

　
把
廻
り
三
十
傭
）
馬
鈴
薯
（
四

　
キ
ロ
）
ほ
う
れ
ん
草
（
一
把
）

雑
　
穀
　
豆
類
（
四
キ
ロ
）
と

　
う
き
び
、
（
三
穂
）
粟
、
そ
ば

落
花
生
（
各
四
キ
ロ
）

果
実
類
み
か
ん
、
柿
（
各
六

　
個
）
栗
（
一
州
）
卵
（
十
個
）

出
産
物
椎
茸
（
四
百
グ
ラ
ム
）

　
木
炭
（
一
坐
）

農
産
加
工
　
茶
（
二
百
グ
ラ
ム
）

　
み
そ
（
四
百
グ
ラ
ム
）
醤
油

　
（
○
、
四
立
）
藁
工
贔
延
（
一
枚

　
そ
ら
く
ち
二
一
）
な
ね
（
手

　
な
い
一
番
）
（
機
械
，
一
丸
）
か

　
ま
す
二
枚
）
炭
俵
（
五
枚
）
く

　
ら
し
た
、
か
ざ
（
一
個
）
草
履

4
出
品
物
は
各
公
民
館
で
ま
と
　
　
　
触
　
　
　
　
　
　
，
．

　
め
て
搬
入
の
こ
と

5
各
学
校
の
出
品
物
は
村
教
育

　
会
で
決
定
の
ζ
と
（
搬
入
、

　
期
日
、
審
査
等
）

農
業
委
員
会
便
り

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り

新
ら
し
く
就
任
し
た
委
員
の
初

会
を
去
る
八
月
六
日
役
場
会
鶴

室
に
於
い
て
開
き
会
長
始
め
各

　
　
　
　
　
記

一
、
村
嚢
厳
婁
員

部
委
員
の
決
定
や
役
員
互
選
の

結
果
次
の
遵
り
夫
々
決
定
致
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

1、　　　　　　　　八　　　’

渡　　　野　　　野　　　重野

川瀬深田迫谷内表平原　　一溜瀬野谷
日岩中都黒那黒山海伊山寺植田黒黒
高田谷甲木須木三野東田原野辺．田未
辰房芳伊利　　熊辰塗喜年新栄清　　松

　　　　　　　　一Y繁雄助男寛吉盛郎市雄蔵助吉辿美
野

比・　選推寺議　　　　　　　　　翻爾
”議” @魏””””””””　議
薦会・挙薦協薦　　　　　　　　　　　挙薦会

〃〃〃〃〃〃長農〃〃〃〃〃〃長農副会
委副務　　　　　　　一副地
委部　　　　　委委部会
隅田　　　　　　　員委

員長員　　　　　員長月長門

〃新再新再新〃〃再〃〃新〃〃〃再

@　　　　　　　　　　　　　　選

二
、
三
崎
県
農
業
《
謙
第
一
号
膳
員

谷

一
三

名
　
「

一

員

一
7
．
電
8
腰
も
’
■
．
．
一
＝
‘
騨
富
「
●
．
3
・
■
零
」
置
亀
一
3
6
＝

　
演

コ
ハ
　
コ
ハ

　
滋

闘
ご

ト
鑓。

砦

　
鮮

土
用
あ
け
の
芝
生
に
お
サ
て
抜
．
㍗
無

毒
の
お
ほ
か
た
ち
さ
ぎ
実
を
　
融

結
び
た
り
　
　
　
．
、
、

　
　
　
坪
谷
若
林
　
博
億

、
戦
争
に
伐
ら
れ
ま
ば
ら
な
松

穀
課
欝
昭
松
羅
音
実
一

朝
旧
に
さ
す
水
に
透
き
つ
つ
苗

代
の
種
籾
ま
さ
に
芽
を
ふ
き
に

ナ
り

　
　
　
迫
ノ
内
前
田
．
福
葉

　
　
人

谷
渡
す
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ
の
継

目
よ
り
三
筋
の
し
ぶ
き
高
く
ム

．
き
上
ぐ
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
．
濤

　
　
　
北
方
柑
　
甲
斐
　
静
懸
　
　
＼
抽

貧
b
く
ば
乏
し
き
幸
を
吟
ふ
な

ど
ま
だ
観
念
の
い
き
を
出
で
す

もあ
か
あ
か
と
朝
の
光
の
さ
す
丘

に
色
鮮
や
か
に
茶
の
新
芽
伸
ぷ

　
　
　
仲
深
杉
田
　
与
三
螂

春
雨
に
濡
れ
し
柳
の
曲
り
枝
に

伸
び
競
ふ
芽
は
み
な
上
向
ヴ
ウ

　
　
　
坪
谷
着
林
博
信

風
立
て
ぱ
熟
れ
し
稲
穂
の
ゆ
れ

酔
ひ
て
午
后
の
日
ざ
し
の
白
く

乱
れ
る

　
　
　
迫
ノ
内
前
田
福
口

重
せ
ま
る
部
屋
に
持
ち
来
て
お
．

り
た
た
む
洗
濯
も
の
の
軽
き
し

め
り
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
越
表
中
学
中
里
．
鵜
襲
．

台
風
に
倒
れ
し
垣
の
朝
顔
ば
夜

明
の
風
に
ゆ
れ
ひ
か
り
咲
ぐ

　
　
越
表
中
学
甲
斐
イ
ウ
．
エ

　
，
贈
づ
，
、
参
し
、
，
鱒
唱
ヒ
ぜ
一
一
，
一
．
一
口
哩
ひ
，
．
｝

　
　
r
、
∂
　
　
　
　
瓦
翌
ダ
・
・
．
，
ト
，
『
『
引
ヤ
『
，
ト
‘
∵
藤
ρ
．
『
．

載
艶

r
r
∵
、
『
－
げ
こ
，
、
じ
．
ら
尋
』
ゴ
（
・
F
，
．
識
，

　
　
・
コ
．
▼
船
『
卜
、
．
ゆ
我
一
「
・
顛
1
ド
」

パ
隻
、
評
．
募
ミ
「
辱
：
　
．
．
印

∫・誹

騨
、
噸
瞳
，
．
口
餌
℃

酌へ脱．天

削、

睡

臥
聾
銑
翫
儀
∴
縞
醜
謄
翠
レ
，

乾
匿
．
喚
｝

旧
記
h
旨
鼠
嘉
・

　
　
　
　
，
、
は
4
噛
，
藩
輝
．
冠
贈

匿
ズ
・



＝叩「

　　（．2層）’．

・

，

！
－

喝

嘱
・
、
．
・
．
．
甥
擁
一
霊
園
縄

　　　　　　　「T　一　　　　　　F簿．　　　　　r　　　「’「’　F1妬－町曽
↑’・

、

村
婦
協
大
会
の
概
況

　
　
　
笥

　
　
．
十
月
六
日
に
村
婦
協
大
会
が
旧

　
　
　
役
場
庁
舎
で
開
か
れ
た
。
会
場

行
　
は
前
日
、
那
頸
、
竹
下
両
社
会

発
　
教
育
主
事
を
中
心
に
、
村
婦
協

日
　
の
役
員
と
小
野
田
婦
協
の
グ
ル

ー5

@
ー
プ
の
会
長
さ
ん
総
出
で
綺
麗

月
に
清
掃
さ
れ
、
中
央
に
国
旗
が

10

@
か
ざ
ら
れ
、
そ
の
両
側
に
婦
協

年
温
度
の
努
力
点
で
あ
る
。

．
5
　
　
一
、
生
活
設
計
を
た
て
て
掃
人

・
3
　
　
の
時
間
を
見
出
し
ま
し
よ
う

和
　
　
一
、
親
子
会
を
強
化
し
て
青
少

昭
　
■
年
を
正
し
く
育
て
ま
し
よ
う

　
　
　
一
、
部
落
学
級
を
開
設
し
て
婦

　
　
　
　
人
の
教
養
を
高
め
ま
し
よ
う

　
　
　
一
、
台
理
的
な
家
計
を
図
り
貯

　
　
　
　
蓄
の
増
強
に
つ
と
め
ま
し
よ

　
　
　
　
う
．

三
遠
雛
難
訓
弘
の
増
大

　
　
　
一
、
環
境
衛
生
に
つ
と
め
健
康

　
　
　
　
増
進
を
は
か
り
ま
b
よ
う

　
　
　
の
六
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
掲

　
　
　
げ
ら
れ
て
い
た
。

村
夜
来
の
雨
に
も
め
げ
ず
定
刻
に

　
　
　
は
三
百
五
十
名
に
上
る
多
数
の

　
　
　
会
員
が
参
集
さ
れ
て
盛
大
で
あ

　
　
　
う
た
。

　
　
　
記
念
講
演
と
し
て
延
岡
市
商
工

三
会
姦
の
谷
仲
吉
ざ
ん
の
お
話

　
　
　
を
き
い
た
。
　
　
」
　
、
．

　
　
　
谷
さ
ん
は
隠
る
興
言
玄
月
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
ぞ

　
　
　
の
三
ヵ
月
間
、
欧
米
島
国
を
視

　
　
　
察
さ
れ
た
の
で
そ
の
監
察
の
感

　
　
　
想
を
、
あ
ち
ら
の
攻
－
．
食
、
転

回　
　
　
を
中
心
に
話
し
に
電
ゆ
だ
が
一

　
　
　
時
間
半
の
お
話
全
部
が
私
達
の

　
　
、
血
と
な
り
肉
と
な
る
も
の
ば
か

　
　
　
り
だ
っ
た
が
沸
中
で
底
あ
お
ら

　
　
　
の
国
民
の
物
の
考
三
方
や
町
合

　
　
　
理
的
な
生
活
態
度
や
胡
乱
憂
の

　
　
　
旺
艶
な
こ
と
、
国
旗
を
尊
敬
し

　
　
　
ま
た
露
な
家
に
も
国
旗
が
掲

　　

@
両
建
畢
日
照

　
　
　
な
ら
麗
数
々
が
馨
た
。

　
　
　
三
百
搬
㌦
癩
の
養
会
者
だ
け
で

　
　
　
き
く
弘
ξ
ぱ
勿
体
な
い
感
が
し

　
　
　
て
な
ら
な
か
っ
た
。
一
千
ゴ
百

　
　
　
名
の
会
員
全
員
に
聞
い
て
い
た
．

　
　
　
だ
き
た
い
話
で
あ
っ
た
。

）
」
午
後
は
「
私
は
か
く
思
う
」
め

号
　
発
表
会
が
あ
つ
で
各
部
落
か
ら

箏
0
8
　
次
の
爪
名
の
会
員
の
発
表
が
あ

傲
≒
た
門
門
曇
ル
ヨ

　
　
・

　
　
　
村
政
に
つ
い
で
‘

…
言
臨
凹
い
瑠
シ
ゲ
子

　
　
　
詩
聡
選
八
重
原

新
暦
の
一
本
化
に
思
う

　
　
　
　
坪
谷
　
日
高
ミ
エ
子

青
少
年
の
不
良
化
防
止
に
つ
い

て　
　
　
羽
坂
　
小
野
田
嘉
美
子

私
た
ち
は
健
康
で
あ
り
た
い

　
　
　
　
鶴
野
内
　
矢
野
ク
ラ

道
義
心
の
高
揚
に
つ
い
て

　
　
　
　
越
表
　
川
戸
テ
ヨ
子

短
歌
に
よ
る
社
会
浄
化
に
つ
い

て　
　
　
　
　
伸
深
岩
野
ス
イ

正
し
い
生
き
方
に
つ
い
て

こ
の
八
名
の
発
表
の
内
容
と
い

い
、
態
度
と
い
い
申
し
分
な
い

程
に
見
事
な
も
の
で
た
の
も
し

い
限
り
で
あ
っ
だ
。
か
く
て
午

後
四
時
婦
人
団
歌
を
声
高
ら
か

に
斉
唱
し
て
予
期
以
上
の
成
果

を
あ
げ
意
義
深
い
大
会
を
終
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

≡
一
3
0
冒
…
一
≡
≡
一
＝
＝
＝
一
一
■
≡
3
…
一
3
一
≡
詔
一
噌
≡
≡
≡
譜
≡
一
一
3
＝
，
一
一
＝
≡
謬
一
帥
一
≡
昌
一
≡
≡
一
一
≡
≡
呂

山
本
シ
ゲ
子
爵
た
考
え
を
実
施
し
な
い
。

婦協大会での会長挨拶
午
后
は
工
思
人
学
級
に
つ
い
て

L
、
「
覆
ノ
年
問
題
に
つ
い
て

」
、
　
「
婦
人
の
経
済
的
意
義
に

つ
い
て
」
、
「
婦
人
団
体
と
他

団
体
他
機
関
と
の
関
係
に
つ
い
㎜

て
」
、
「
公
明
選
挙
と
政
治
教
一

育
に
つ
い
て
」
、
の
五
つ
の
テ

ー
マ
に
よ
り
二
十
の
会
場
に
別
．

れ
て
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
…

た
。
分
科
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

第
四
の
テ
ー
マ
で
は

○
他
団
体
と
常
に
行
事
の
調
製

　
を
は
か
る

｝
○
青
年
団
に
つ
い
て
は
常
に
協

　
辛
し
て
そ
の
育
成
を
は
か
る

一
第
五
の
テ
ー
マ
で
は

一
〇
婦
人
の
自
主
性
を
い
か
す

T
O
婦
人
団
体
は
選
挙
に
利
用
さ

　
れ
ぬ
よ
う
良
識
を
養
う

な
ど
で
し
た
。

た
重
な
問
題
は
、
第
一
の
テ
ー
　
第
二
日
は
分
科
会
の
ま
と
め
の
．

マ
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
発
表
と
全
体
討
議
が
あ
り
ま
し

○
婦
人
学
級
の
旧
識
と
し
て
は
…
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
礎
と
し
て
一
全
体
討
議
で
は
「
精
薄
児
施
設

　
年
間
計
画
を
た
て
る
。
　
　
　
の
設
置
を
各
県
に
し
て
い
た
だ

○
調
査
活
動
を
学
習
活
動
と
し
．
き
た
い
」
。
　
「
電
気
料
値
上
げ

　
て
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
．
反
対
」
。
　
「
諸
物
価
の
値
上
げ

第
二
の
テ
ー
マ
で
は
　
　
　
　
．
反
対
」
ρ
　
「
悪
質
出
版
物
の
除

○
家
庭
生
活
の
浄
化
を
は
か
る
．
去
」
等
が
論
じ
ら
れ
て
結
論
と

○
年
少
よ
り
母
の
き
び
し
い
指
…
し
て
九
州
地
区
婦
人
が
手
を
と

　
導
と
温
い
愛
情
に
よ
る
躾
が
…
り
合
っ
て
こ
の
解
決
に
つ
と
め

　
大
事
で
あ
る
。

第
三
の
テ
ー
マ
で
は

○
家
計
簿
の
記
帳

○
経
済
的
な
技
術
を
高
め
る

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
コ

…
以
上
で
二
日
間
に
わ
た
る
大
会

一
の
あ
ら
ま
し
を
御
報
告
い
た
し

［
ま
す
。

○
主
婦
が
家
の
経
済
を
に
ぎ
る
一

体
育
大
会
に
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
二
十
三
日
村
青
年
団
の
陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
競
技
大
会
が
東
郷
小
学
校
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
行
わ
れ
だ
。
夜
来
の
雨
も
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
や
く
止
ん
だ
の
で
開
会
時
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
‘
一
時
周
お
く
ら
し
て
開
始
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
が
予
定
通
り
に
進
行
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
に
は
全
種
目
を
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
が
で
き
た
こ
と
抵
よ
ろ
こ
び
「

　
≡
・
＝
・
≡
…
三
・
…
≡
噂
・
…
・
≡
．
・
≡
・
・
零
・
鳳
三
三
●
…
≡
8
・
≡
三
…
■
…
≡
●
　
に
堪
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
こ
と
は
青
年
達
が
わ
れ
等

九
州
地
区
婦
人
大
会
参
加
報
告
舘
纏
盤
霊
智
鹸

九
月
二
＋
三
二
＋
六
鑑
識
分
影
駒
撚
艦
謬
臓
欝

市
に
於
て
九
州
地
区
婦
人
大
会
で
あ
る
そ
れ
を
破
る
と
い
ふ
事
歴
ぐ
隔
世
の
感
が
深
い
。
然
し

が
開
催
さ
れ
宮
崎
県
か
ら
五
十
…
は
民
主
主
義
で
は
な
い
。
　
　
　
し
さ
い
に
考
察
す
る
と
未
だ
部

山
名
の
市
町
村
会
長
が
出
席
し
実
力
は
暴
力
と
な
る
。
政
治
を
落
対
抗
意
識
が
濃
厚
す
ぎ
て
、

私
も
そ
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
無
視
し
国
民
全
体
の
考
を
無
視
た
だ
勝
つ
事
に
の
み
目
の
向
け

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
第
一
日
一
す
る
。
婦
人
は
暴
力
の
反
対
者
ら
れ
て
い
る
点
む
窮
わ
れ
る
よ

○
時
か
ら
一
一
時
三
〇
分
ま
で
に
成
っ
て
頂
き
旧
い
。
暴
力
を
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
一
つ
の

学
習
院
院
長
の
安
部
能
成
先
生
用
い
無
い
で
語
し
合
い
で
き
め
．
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

の
「
道
徳
の
根
本
と
レ
て
の
自
運
い
も
の
で
あ
る
。
革
命
は
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
よ
り
高

由
と
責
任
」
に
つ
い
て
の
講
演
主
主
義
反
対
で
あ
る
。
　
　
　
．
く
し
　
「
よ
り
速
ぐ
」
　
「
よ
レ
強

が
あ
り
ま
し
た
。
要
点
の
み
申
次
に
左
の
四
二
か
ら
の
研
究
発
く
」
’
の
三
つ
が
借
条
で
あ
る
が

し
ま
す
と
、
自
由
の
有
る
と
こ
・
表
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
私
は
本
村
青
年
団
の
体
育
大
会

う
に
は
責
任
が
有
り
自
由
の
無
長
崎
県
は
「
自
分
の
力
で
判
断
に
こ
の
三
つ
の
外
に
「
よ
り
懐

い
と
こ
ろ
に
は
責
任
は
な
い
、
　
す
る
」
、
大
分
県
は
「
公
明
選
　
し
く
」
■
「
よ
り
美
し
く
」
の
二

等
本
人
に
は
本
当
の
自
由
が
欠
拳
と
政
治
活
動
に
つ
い
て
」
、
　
つ
を
加
え
た
い
と
思
っ
て
い
る

げ
て
い
る
、
自
分
で
判
断
し
自
臨
富
崎
県
ば
「
青
少
年
問
題
に
つ
　
九
月
三
十
日
に
東
郷
中
学
校
、

．
分
で
行
動
す
る
事
炉
出
来
な
．
い
で
」
、
」
福
岡
県
は
「
婦
人
の
　
十
月
二
日
に
福
瀬
小
学
校
圃
八

器
蟹
難
欝
鱒
鐙
難
館
助
駿
」
「
鰯
病
難
攣
軌
讐

実
施
し
な
い
然
も
法
律
に
結
び
り
」
や
・
「
コ
ー
ラ
ス
」
な
ど
が
た
。
－
い
ず
れ
の
学
校
も
学
習
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
b
た
。
．
　
　
‘
　
払
．
一
環
〆
．
て
経
営
さ
れ
て
い
る

事
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
事
で
あ
る

要
注
意
学
童
に
配
慮
が
は
ら
わ

れ
て
競
歩
が
取
入
れ
ら
れ
た
こ

と
や
、
能
力
別
の
徒
歩
、
上
学

年
ま
で
男
女
一
緒
の
遊
戯
な
ど

行
わ
れ
た
こ
と
は
敬
意
を
表
し

た
い
。
終
戦
後
「
体
育
祭
」
な

ど
銘
う
つ
て
行
っ
た
体
育
会
の

．
名
残
り
が
ど
こ
と
な
く
今
猶
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
。
特
に
応

援
に
於
て
「
然
り
」
で
あ
る
。

応
援
は
拍
手
声
援
程
度
で
よ
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て

い
る
。
顔
に
面
を
つ
け
身
ぶ
り

手
ぶ
り
お
か
し
く
応
援
す
る
姿

な
ど
は
行
き
過
ざ
た
も
の
で
こ

れ
で
は
新
教
育
課
程
が
泣
く
困

ろ
う
。

見
学
す
る
父
兄
の
間
に
も
、
ど

と
と
な
く
遊
山
気
分
の
あ
る
こ

と
は
見
の
が
せ
な
い
。
午
前
中

は
そ
う
で
も
な
い
が
、
午
後
に

な
る
と
運
動
場
に
飛
び
出
て
来

て
、
走
り
廻
る
姿
も
見
ら
れ

る
。
こ
ん
な
姿
が
無
く
な
る
日

の
一
日
も
早
い
こ
と
を
願
っ
て

・
や
ま
ぬ
。

P
T
A
会
員
や
青
年
団
員
が
整

然
と
規
律
正
し
く
迅
速
に
体
育

競
技
に
参
加
さ
れ
た
事
は
感
激

の
外
は
な
い
。
た
だ
準
備
係
の

P
T
A
の
役
員
の
服
装
や
態
度

が
聯
か
気
に
か
か
る
点
が
あ
る

手
拭
で
頬
か
む
り
を
レ
た
ま
ま

出
る
の
は
ど
う
だ
ろ
ヶ
か
。
ど

こ
ま
で
も
体
育
会
は
貫
要
な
学

習
の
場
で
あ
る
こ
と
を
根
基
に

お
い
て
学
震
を
持
導
し
父
兄
を

・
教
育
し
て
教
育
美
の
あ
る
体
育

、
会
の
運
営
を
志
向
す
べ
き
で
は
．

な
か
ろ
う
か
。

体
育
会
の
閉
会
式
も
大
事
な
行

事
で
あ
る
が
多
く
の
父
兄
は
競

技
が
す
む
と
帰
っ
て
婁
う
。

残
念
な
事
で
あ
る
。
凄
の
国

旗
降
下
や
万
才
三
唱
謬
は
全

員
残
っ
て
、
有
意
義
だ
つ
た
今

日
の
一
日
を
感
謝
し
合
い
よ
ろ

こ
び
合
っ
て
、
ち
ら
さ
れ
た
運

動
場
も
親
達
の
手
で
清
掃
さ
れ

た
い
も
の
で
あ
る
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇
　
◇

部
落
対
抗
排
球
大
会

令
年
も
左
記
に
よ
り
村
民
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
参
加
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
記

一、

坙
ﾚ
　
十
一
月
三
日
午
前

　
　
　
　
　
九
時
よ
り

二
、
場
所
　
東
郷
小
学
校

三
、
出
場
チ
ー
ム

　
各
分
館
（
区
）
男
女
三
一
チ

　
ー
ム

四
、
チ
ー
ム
構
成

1
村
内
在
住
の
一
般
社
会
人
で

　
あ
る
こ
と
。
但
し
学
生
、
生

　
徒
、
官
公
署
、
学
校
、
会
社

　
．
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
も
の

　
は
含
ま
な
い
。

2
チ
ー
ム
員
数
は
中
名
と
し
別

　
に
監
督
一
名
を
お
く

3
チ
ー
ム
構
成
は
男
女
別
に
左

　
の
制
限
を
受
け
る

　
男
子
チ
ー
ム

ニ
十
六
才
～
二
十
九
才
　
二
名

三
十
代
　
．
　
　
　
　
町
名

四
十
代
　
　
　
　
　
　
　
三
色

五
十
代
　
　
　
　
．
、
　
一
名

　
女
子
チ
ー
ム

既
婚
の
二
十
代
　
　
　
　
二
名

三
十
代
　
　
　
　
　
　
四
名

四
十
代
　
　
　
「
　
　
　
属
名

4
補
欠
は
男
子
は
三
十
代
一
名

　
四
十
代
一
各
、
五
十
代
一
名

　
の
三
名
と
す
る
。
女
子
は
二
、

　
十
代
一
．
名
、
三
十
代
一
名
、

　
四
十
代
一
名
の
三
蓋
と
す
る

五
、
鼠
合
方
法

1
三
セ
ツ
・
ト
ゲ
：
ム
と
す
る

2
男
女
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と

　
す
る

六
、
そ
の
他

1
分
館
の
各
チ
ユ
ム
の
構
成
に

　
当
っ
て
は
館
長
と
部
落
の
体

　
育
指
導
員
並
に
関
係
団
体
と

　
相
談
し
て
き
め
る
こ
と
。

2
こ
の
試
合
は
選
手
養
成
の
た

　
め
の
も
の
で
な
く
本
村
民
の

　
体
位
の
向
上
を
め
ざ
す
一
つ

　
の
機
会
で
あ
る
。
　
　
　
　
、

3
体
の
具
合
の
わ
る
い
人
は
出

　
場
し
な
い
こ
と
。

●

●9
，
、
、

饗
暫闘lml闘樋髄lll川ll岡1瞬1隅1川臆量Illllllll蹴ll川ll闘1馳lllI

研修だより
r闘mllr闘111111購ll帥1附Illl鴎lll豚mllm餌l11画工MIMII髄

　　　m川lllll田ll　　　・ll蝸1暁1闘腿購

宮
崎
県
農
村
青
年
の
蚕
業
を
主

と
し
た
実
務
講
習
が
都
城
写
場

で
一
週
間
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

其
の
一
講
習
生
と
し
て
県
下
二

十
四
名
の
中
に
加
わ
り
講
習
を

了
え
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
講
習
で
養
蚕
の
重
大
さ
が

っ
く
つ
ぐ
考
λ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
又
蚕
業
の
み
で
な
く
此
後

の
農
業
経
営
に
対
し
て
の
良
い

お
話
が
あ
り
大
変
良
い
講
習
で

し
た
宮
崎
県
の
農
業
は
λ
ば
つ

か
り
）
農
業
だ
と
良
く
云
わ
れ

ま
す
が
（
ば
つ
か
り
農
業
に
は

田
に
は
米
を
作
り
畠
に
は
麦
や

　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
『
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｝

茂口耳八重原

■同一凹■■膠一丁層■一騨一一一

甘
藷
ば
つ
か
り
作
る
と
云
っ
た

様
に
同
じ
事
を
く
り
返
し
く
り

返
し
の
農
業
で
此
の
事
を
「
ば

つ
か
り
農
業
」
と
い
ふ
わ
け
で

す
。現

在
宮
崎
県
下
の
農
業
所
得
は

平
均
ご
十
七
万
円
余
と
云
う
数

字
が
出
て
居
る
そ
う
で
す
一
向

に
増
額
出
来
な
い
の
は
（
ば
つ

か
り
農
業
）
だ
か
ち
と
の
こ
と

で
し
た
。

そ
こ
で
私
達
が
考
へ
ね
ば
な
ら

ぬ
事
は
養
蚕
や
畜
産
を
取
入
れ

増
額
を
す
聴
｛
と
で
す
。
現
在

に
本
県
で
も
防
災
僧
農
の
五
ケ

　
門
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
鮨
　
　
，
　
　
　
　
．
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し

蚕 糞　の 飼料価 値

融爆縮睡白 脂肪1炭水化謹直価
陣　L　．　一

｣燥蚕糞
ｯ　蚕　沙

1＆6％レ2．2％

P島5％1翫。

56．O％

P4．o

78．3％

R4．3

．大　豆粕 46．O 7．0 23．O 81．6

小　、　麦 17．7 1．2 64．3 77．3

米　ぬ　か 12．5 14．o 30．0 72．5

大　　　麦 7．8 19．8 57．4　　． 69．1

・

ふ　す　ま 12．6 3．1 40．6 、66．1

乾燥甘藷ずる’ 4．6 1．7 13．O 31．0

以
上
と
成
っ
て
居
り
ま
す
。

此
の
様
な
飼
料
を
利
用
し
て
畜

産
に
当
て
る
な
ら
ば
両
と
く
と

な
り
ま
す
。
養
蚕
が
大
変
経
営

上
良
い
の
で
村
民
の
皆
様
に
も

蚕糞の取れる量’生産総量9∞Kの工合

・暮蚕綴綴1糊置513K

夏秋綴子畿1糊置諏

ぜ
ひ
お
進
め
し
ま
す
。
外
に
研

修
し
た
事
は
多
く
あ
り
ま
す
が

又
の
村
報
に
て
御
知
ら
せ
す
る

事
に
し
ま
す
ゆ

購
留
’

　
9
4

興｛

●

老
人
の
日

私
達
老
人
の
為
に
毎
年
婦
人
会

主
催
の
敬
老
会
に
御
案
内
下
さ

い
ま
す
事
を
ほ
ん
と
う
に
嬉
し

ぐ
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。
私

も
今
年
で
六
回
、
家
内
が
五
回

御
招
待
し
て
い
た
だ
き
毎
年
躍

る
様
な
心
持
で
参
会
し
て
居
り

ま
す
。

あ
ま
り
家
か
ら
外
に
出
る
事
の

少
な
い
私
達
老
人
が
村
中
一
所

に
集
り
て
娠
や
か
に
語
り
合
い

御
馳
走
に
舌
つ
望
み
を
打
ち
乍

羽
坂
寺
原
庄
太
郎

ら
歌
い
踊
り
ほ
ん
と
う
に
生
き

・
が
い
を
感
じ
ま
す
。
三
一
結
構

な
る
記
念
品
ま
で
い
た
だ
き
感

激
し
て
居
り
ま
す
。
．
昔
の
う
ば

捨
山
の
伝
説
を
思
う
時
、
合
の

社
会
を
し
み
じ
み
と
有
難
く
思

い
ま
す
。

此
の
一
日
の
感
謝
を
心
を
こ
め

て
一
年
で
も
二
年
で
も
長
生
き

し
た
い
と
お
も
っ
て
居
り
ま
す

老
人
の
日
め
感
想
を
寄
せ
さ
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

A
　
　
γ
「
望
葦
・
四
　
」
♂
　
．
㌦
1
唱
ド
　
．
・
星
粋
噌
　
㌧
｝
～
凱
、

、ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

◇
は
ぎ
が
咲
き
、
す
す
き
が
鶴

に
で
て
秋
は
日
一
日
と
深
ま
っ

て
い
く
。

古
人
は
ご
の
季
を
「
天
高
く
馬

肥
ゆ
る
の
候
」
と
言
っ
た
。

　
「
燈
火
親
し
む
の
候
」
と
も
腐

っ
た
。

す
べ
て
の
も
の
が
稔
り
、
暑
か

ら
ず
寒
か
ら
ず
、
申
し
分
な
い

こ
の
季
節
こ
そ
は
、
肉
体
も
精

神
も
充
実
す
る
と
き
、
大
い
に

勉
め
よ
う
。

◇
愈
々
収
穫
の
期
と
な
っ
た
。
・

．
稲
刈
に
次
い
で
甘
藷
掘
り
、
麦
　
・
・

作
り
と
、
来
る
日
も
来
る
日
も

前
か
が
み
め
仕
事
ば
か
り
で
あ
、

る
。
ζ
う
し
た
農
民
の
労
働
に

必
要
な
運
動
は
背
を
伸
ば
す
運

動
で
あ
る
。

．
◇
背
の
び
の
運
動
と
し
て
最
も

幽
よ
い
の
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
あ

み
と
言
わ
れ
て
い
る
。

稲
刈
る
鎌
と
と
も
に
、
甘
藷
掘

．．

骭
L
と
と
も
に
一
個
の
バ
レ
上

ボ
ー
ル
が
腰
に
さ
げ
ら
れ
て
田

個
に
行
き
、
昼
食
の
休
み
の
特

な
ど
、
、
青
空
仰
い
で
の
．
一
家
揃

　
つ
て
の
”
ス
の
練
習
H
煙
雲

る
だ
に
愉
快
で
あ
る
。
．
．
、
　
　
、

◇
こ
ヶ
し
た
風
景
が
あ
ち
ら
の

田
圃
で
も
、
こ
ち
ち
の
田
囮
で
　
　
・

見
ら
れ
る
日
は
、
．
い
つ
だ
ろ
う

か
。
そ
ケ
遠
く
は
あ
る
ま
い
。
・

◇
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
に

は
今
年
も
働
く
人
達
の
バ
レ
」

ボ
ー
ー
ル
大
会
を
開
い
て
日
の
丸

の
下
で
楽
し
い
一
日
を
送
る
こ

と
に
し
北
。
老
い
も
着
き
も
出

場
し
て
「
文
化
の
日
」
を
祝
福

し
よ
う
心

　
蕎
麦
の
花
斜
陽
に
茎
の
赤
み
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